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節
手
術
は
年
間
30
件
ほ
ど
で
、
本
稿
の
対
象
で
あ
る
人
工
股

関
節
全
置
換
術
は
年
間
15
件
程
度
で
す
が
、
人
工
膝
関
節
全

置
換
術
と
比
較
し
て
も
除
痛
に
優
れ
患
者
の
満
足
度
が
高
い

手
術
で
あ
り
、
今
後
、
さ
ら
に
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

人
工
股
関
節
は
、
素
材
の
改
良
な
ど
に
よ
り
現
在
で
は
術

後
20
年
程
度
も
つ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
成
績
が
向
上
し
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
少
数
な
が
ら
脱
臼
、
感
染
、
深
部
静
脈
血

栓
症
・
肺
梗
塞
及
び
骨
折
な
ど
の
合
併
症
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

骨
盤
側
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
（Cup

）
の
設
置
位
置
と
設
置
角

　

社
会
福
祉
法
人
京
都
社
会
事
業
財
団 

西
陣
病
院
（
以
下
、

当
院
）
は
、
１
９
３
４
年
に
大
報
恩
寺
（
千
本
釈
迦
堂
）
の

境
内
に
開
設
さ
れ
た
「
西
陣
診
療
所
」
に
始
ま
り
ま
す
。
当

時
は
西
陣
機
業
地
区
の
低
所
得
者
層
を
主
対
象
と
し
て
軽
費

減
免
診
療
を
行
い
、
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
ま
し
た
。
さ

ら
に
１
９
３
６
年
に
は
、収
容
医
療
の
た
め
「
西
陣
救
療
所
」

を
併
設
、１
９
５
０
年
に
診
療
所
と
救
療
所
を
併
合
し
て「
西

陣
病
院
」
へ
改
称
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
病
床
数
は
３
０
０
床
で
あ
り
、
内
科
、
外
科
、
整

形
外
科
、
泌
尿
器
科
、
眼
科
、
皮
膚
科
、
麻
酔
科
及
び
放
射

線
科
の
常
勤
医
が
合
わ
せ
て
41
名
在
職
し
て
い
ま
す
。
当
院

の
活
動
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
は
、
泌
尿
器
科
が
血
液
透
析

を
受
け
持
ち
、
京
都
で
３
番
目
に
多
い
３
８
０
名
ほ
ど
の
透

析
患
者
の
治
療
に
当
た
る
透
析
セ
ン
タ
ー
を
有
し
て
い
る
こ

と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
当
院
は
、
京
都
市
北
西
部
の
中
核
病
院
と
し

て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
高
度
な
医
療
と
良
質
な
福
祉
を
提
供

す
べ
く
、
日
々
精
進
し
て
い
ま
す
。
病
棟
に
関
し
て
は
、
急

性
期
病
棟
の
み
な
ら
ず
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
及
び
障
害
者
病

棟
を
有
し
、
１
人
の
患
者
を
急
性
期
か
ら
回
復
期
、
慢
性
期

に
至
る
ま
で
一
気
通
貫
で
診
る
こ
と
が
で
き
る
点
が
特
徴
で

す
（
図
１
）。

　

整
形
外
科
は
常
勤
４
名
で
、
う
ち
３
名
は
日
本
整
形
外
科

学
会
の
専
門
医
で
す
。
手
術
件
数
は
年
間
４
６
０
件
ほ
ど
で

あ
り
、
骨
折
以
外
の
慢
性
疾
患
の
手
術
に
お
い
て
は
脊
椎
、

末
梢
神
経
及
び
人
工
関
節
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
人
工
関

要
旨
：
人
工
股
関
節
全
置
換
術
で
は
、
脱
臼
な
ど
の
合
併
症

を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
、
正
確
な
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
設
置
が

求
め
ら
れ
る
。
西
陣
病
院
で
は
「A

R H
ip N

avigation 
System

」
を
導
入
し
た
が
、C

up

の
設
置
精
度
が
高
く
、

効
力
を
感
じ
て
い
る
。

人工股関節全置換術における
ARナビゲーション導入の意義と効力

牧之段　淳
社会福祉法人京都社会事業財団 西陣病院 副院長兼整形外科主任部長

は
、
短
期
的
に
は
脱
臼
、
長
期
的
に
は
摺
動
面
の
摩
耗
な
ど

の
合
併
症
と
関
連
し
、
良
好
な
術
後
関
節
可
動
域
を
獲
得
す

る
た
め
に
も
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
術
者
に
は
、
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
の
正
確
な
設
置
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を

正
確
に
設
置
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
術
者
の
経
験
と
勘
に
よ
る
要
素

が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
し
た
。

　

整
形
外
科
で
は
、
主
に
高
齢
者
に
発
生
す
る
大
腿
骨
頸
部

骨
折
に
対
す
る
人
工
骨
頭
挿
入
術
が
多
く
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
大
腿
骨
側
の
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

（Stem

）
設
置
は
、
整
形
外
科
医
で
あ
れ
ば
股
関

節
を
専
門
と
し
な
い
医
師
に
と
っ
て
も
必
須
の
技

術
で
す
。
人
工
骨
頭
挿
入
術
に
お
い
て
は
、
骨
盤

側
は
正
常
で
あ
り
骨
盤
に
手
術
操
作
を
加
え
る
必

要
は
ほ
と
ん
ど
な
く
大
腿
骨
側
の
み
の
操
作
で
あ

る
の
に
対
し
、
人
工
股
関
節
全
置
換
術
は
骨
盤
側

（
寛
骨
臼
）
の
掘
削
及
びCup

設
置
の
操
作
が
加

わ
り
ま
す
。

　

我
が
国
で
は
、
臼
蓋
形
成
不
全
に
よ
る
亜
脱
臼

性
股
関
節
症
が
多
く
変
形
し
た
寛
骨
臼
の
ど
こ
に

Cup

を
設
置
し
、
初
期
固
定
を
得
る
か
を
見
極
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
側
臥
位
で
人
工
股
関

節
全
置
換
術
を
行
う
場
合
は
、
手
術
に
先
立
ち
骨

盤
を
し
っ
か
り
固
定
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
が
、

手
術
中
の
操
作
で
骨
盤
が
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
に
傾

く
た
め
、
術
中
に
想
定
し
て
い
た
角
度
通
り
に

Cup

が
設
置
さ
れ
な
い
事
例
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

近
年
、
人
工
関
節
手
術
に
お
い
て
ナ
ビ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
や
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
術
者
の
経
験
や
勘
に
頼
る
こ
と
な

く
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
正
確
に
設
置
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
整
形
外
科
手
術
で
使
用
さ

れ
て
い
る
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
や
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
術
前
画
像
情

報
を
用
い
な
い
シ
ス
テ
ム
と
、
術
前
に
撮
影
し
た
Ｃ
Ｔ
画
像

や
術
中
に
撮
影
す
る
Ｘ
線
画
像
を
用
い
る
シ
ス
テ
ム
に
大
別

さ
れ
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
に
三
次
元
画
像
を
用
い
た
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

手
術
が
人
工
関
節
全
置
換
術
で
保
険
の
適
用
と
な
り
、
２
０

０
０
点
の
保
険
点
数
が
付
与
さ
れ
た
も
の
の
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
導
入
に
際
し
て
は
コ
ス
ト
が
大
き
な
障
害
と
な
り
ま
す
。

こ
の
コ
ス
ト
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
新
た
に
開
発
さ
れ

て
い
る
装
置
が
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

で
す
。
同
シ
ス
テ
ム
は
大
き
な
装
置
を
必
要
と
せ
ず
に
、
単

回
使
用
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
デ
バ
イ
ス
を
用
い
る
シ
ス
テ
ム
で
、

簡
便
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

昨
今
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
も
低
コ
ス
ト
化
、
ポ
ー
タ
ブ
ル

化
が
進
ん
で
お
り
、
人
工
関
節
登
録
制
度
の
年
次
報
告
に
よ

る
と
、
我
が
国
で
の
初
回
人
工
股
関
節
全
置
換
術
に
お
け
る

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
使
用
率
は
、
２
０
１
３
年
度
の
６
・
４
％

か
ら
２
０
２
０
年
度
に
は
19
％
と
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
は
Ａ
Ｒ
の
手
術
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
応
用
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
我
が
国
で
開
発
さ
れ
た
人
工
股
関
節
全
置
換

術
用
「A

R
 H

ip N
avigation System

」（Zim
m

er 
Biom

et

社
）
が
、
２
０
２
１
年
２
月
に
薬
機
法
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
専
用
ア
プ
リ
に

よ
る
拡
張
現
実
を
使
用
す
る
こ
と
で
術
前
画
像
情
報
を
用
い

な
い
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
で
す
（
図
２
）。
以
下
に
、

A
R H

ip N
avigation System

の
運
用
方
法
に
つ
い
て
記

し
ま
す
（
図
３
）。

　

仰
臥
位
で
手
術
側
の
骨
盤
の
腸
骨
稜
に
経
皮
的
に
ピ
ン
を

西
陣
病
院
の
歴
史
と
同
院
整
形
外
科
の
概
要

図2　 AR Hip Navigation Systemの専用器械と消耗品（Zimmer Biomet社）

図1　社会福祉法人京都社会事業財団 西陣病院の外観

従
来
の
人
工
股
関
節
全
置
換
術

人
工
股
関
節
全
置
換
術
で
の

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

拡
張
現
実
（Augm

ented R
eality

：
Ａ
Ｒ
）

技
術
の
手
術
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
応
用
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２
本
刺
入
、
２
本
の
ピ
ン
を
ペ
ル
ビ
ッ
ク
ベ
ー
ス
で
把
持
し
、

続
い
て
マ
ー
カ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
連
結
し
Ｑ
Ｒ
マ
ー
カ
ー
を
取

り
付
け
ま
す
。
こ
の
Ｑ
Ｒ
マ
ー
カ
ー
と
上
前
腸
骨
棘
に
当
て

た
Ｑ
Ｒ
マ
ー
カ
ー
を
、
専
用
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
イ
ン

ス
ト
ー
ル
さ
れ
たiPhone

の
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、
レ
ジ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
を
左
右
の
上
前
腸
骨
棘

で
行
い
、
続
い
て
恥
骨
結
節
に
当
て
た
Ｑ
Ｒ
マ
ー
カ
ー
も

iPhone

の
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、
レ
ジ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
す
。
す
る
とiPhone

の
画
面
内
に
Ａ
Ｒ
で
骨
盤
平

面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
レ
ジ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
操
作
の
後
、
側
臥
位
に
体
位

変
換
し
ま
す
。
臼
蓋
側Cup

を
設
置
す
る
際
、Cup

打
ち
込

み
器
にiPhone

を
固
定
し
て
腸
骨
稜
に
設
置
し
た
Ｑ
Ｒ
マ

ー
カ
ー
をiPhone

の
カ
メ
ラ
で
捉
え
る
と
、iPhone

の
画

面
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
角
度
（
外
方
開
角
と
前
方
開
角
）
が

表
示
さ
れ
ま
す
。
術
中
骨
盤
が
傾
い
て
も
骨
盤
に
対
す
る
正

確
な
角
度
を
表
示
し
て
く
れ
る
た
め
、
正
確
にCup

を
設
置

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
図
４
）。

　

Ａ
Ｒ
を
用
い
た
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
は
、
他
の
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
と
比
較
し
て
、
簡
便
性
、
携
帯
性

及
び
低
コ
ス
ト
性
な
ど
の
面
で
優
位
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

加
速
度
セ
ン
サ
ー
や
赤
外
線
カ
メ
ラ
を
利
用
し
た
簡
易
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
は
、
比
較
的
低
コ
ス
ト
な
シ
ス
テ
ム
と
は
い

え
、
専
用
の
セ
ン
サ
ー
や
赤
外
線
機
器
を
用
い
る
た
め
、
そ

の
費
用
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
方
、
Ａ
Ｒ
を
用
い
た

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
は
、
カ
メ
ラ
と
マ
ー
カ
ー
さ
え
あ
れ
ば
可

能
な
技
術
で
す
。

　

Zim
m

er Biom
et

社
のA

R H
ip N

avigation System

は
、
骨
盤
に
設
置
す
る
ピ
ン
２
本
、
Ｑ
Ｒ
マ
ー
カ
ー
及
び
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
格
納
す
る
ケ
ー
ス
は
単
回
使
用
で
２
本
の

ピ
ン
を
連
結
す
る
ペ
ル
ビ
ッ
ク
ベ
ー
ス
、
マ
ー
カ
ー
ホ
ル
ダ

ー
及
び
角
度
を
表
示
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
専
用
の
機

器
一
式
は
準
備
さ
れ
る
た
め
、
同
シ
ス
テ
ム
の
使
用
に
よ
る

病
院
の
持
ち
出
し
費
用
は
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
加
算
料
（
２

０
０
０
点
）
を
加
味
す
る
と
少
額
で
済
み
ま
す
。
初
期
投
資

が
な
く
、
保
管
す
る
場
所
が
不
要
で
毎
回
の
コ
ス
ト
が
小
さ

い
こ
と
が
決
め
手
と
な
り
、
当
院
で
は
２
０
２
２
年
１
月
に

導
入
し
ま
し
た
。

　

当
院
で
は
現
在
ま
で
、
25
件
の
人
工
股
関
節
全
置
換
術
で

A
R H

ip N
avigation System

を
使
用
し
て
き
ま
し
た
。

術
中
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
表
示
さ
れ
た
外
方
開
角
及
び
前
方

開
角
と
、
術
後
Ｃ
Ｔ
で
計
測
し
た
外
方
開
角
及
び
前
方
開
角

（
前
方
開
角
は
換
算
式
で
換
算
し
た
角
度
）
で
比
較
す
る
と
、

誤
差
は
外
方
開
角
で
平
均
２
・３
度
、前
方
開
角
で
平
均
２
・

２
度
と
十
分
信
頼
で
き
る
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
臨
床
的
に

もA
R H

ip N
avigation System

を
使
用
し
た
症
例
で
脱

臼
は
生
じ
て
お
ら
ず
、
効
力
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

Zim
m

er Biom
et

社
のA

R H
ip N

avigation System

は
、iPhone

に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
表
示
さ
れ
る
角
度
に
従

う
こ
と
で
、Cup

を
骨
盤
側
に
狙
っ
た
３
次
元
の
角
度
（
外

方
開
角
と
前
方
開
角
）
で
設
置
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
変
形
し
た
骨
盤
（
寛
骨
臼
）
の
ど
こ
を
ど
の

方
向
に
ど
の
深
さ
ま
で
掘
削
す
る
か
は
術
者
に
委
ね
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
故
、
使
用
者
は
あ
る
程
度
経
験
を
積
ん
だ
術
者
で

あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
術
前
に
撮
影
し
た
Ｃ
Ｔ
画
像
を
用
い
る

「CT
-based H

ip N
avigation System

」（
日
本Stryker

社
）
は
、
骨
盤
の
掘
削
す
る
部
位
や
深
さ
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
表
示
さ
れ
る
た
め
、
術
前
計
画
通
り
の
部
位
に
狙
っ
た
三

次
元
の
角
度
でCup

を
設
置
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

近
年
、
３
Ｄ
テ
ン
プ
レ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
三
次
元
で
術
前

計
画
を
行
う
画
像
ソ
フ
ト
が
あ
り
、
導
入
し
て
い
る
施
設
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。A

R H
ip N

avigation System

で

は
、
こ
の
３
Ｄ
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を
導
入
し
な
い
限
り
、
手
術

計
画
は
従
来
と
同
様
、
股
関
節
Ｘ
線
画
像
と
股
関
節
Ｃ
Ｔ
画

像
か
ら
主
に
二
次
元
でCup

や
大
腿
骨
側
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

（Stem

）
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を
当
て
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
当
院
で
は
、
術
前
Ｃ
Ｔ
画
像
で
大
腿
骨
を
除
い
た
寛
骨

臼
側
の
み
の
３
Ｄ
画
像
を
構
成
依
頼
し
、Cup

を
変
形
し
た

寛
骨
臼
の
ど
こ
に
設
置
す
る
か
を
術
前
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
お

い
て
か
ら
、
寛
骨
臼
の
掘
削
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、CT

-based H
ip N

avigation System

で
は
、

術
前
撮
影
し
た
Ｃ
Ｔ
デ
ー
タ
を
ソ
フ
ト
に
読
み
込
む
こ
と
に

よ
り
、Cup

の
設
置
部
位
を
三
次
元
で
術
前
に
計
画
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
図
５
）。
術
前
に
三
次
元
で
手
術
計
画
を

行
い
、
加
え
て
手
術
中
に
術
前
計
画
通
り
にCup

の
設
置
が

で
き
る
た
め
、
導
入
コ
ス
ト
は
大
き
く
な
り
ま
す
が
、
導
入

を
検
討
す
る
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
当
院
がA

R H
ip N

avigation System
の

導
入
に
至
っ
た
経
緯
と
そ
の
効
力
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
導
入
コ
ス
ト
は
か
か
り
ま
す
が
、
術
前
計
画
か
ら
術

中
三
次
元
で
の
画
像
情
報
が
得
ら
れ
るCT

-based H
ip 

N
avigation System

に
つ
い
て
も
言
及
し
ま
し
た
。
人
工

股
関
節
全
置
換
術
に
対
す
る
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
は
、

精
度
が
高
く
満
足
の
い
く
先
進
機
器
で
あ
り
、
導
入
す
る
施

設
は
今
後
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

※　
　
　
　
　

※

牧
之
段　

淳
（
ま
き
の
だ
ん
・
あ
つ
し
）
●
65
年
京
都
府
生
ま
れ
。

91
年
金
沢
大
学
医
学
部
卒
業
。
同
年
京
都
府
立
医
科
大
学 

整
形

外
科
教
室
入
局
、
京
都
第
一
赤
十
字
病
院
、
西
陣
健
康
会 

堀
川

病
院
、
済
生
会
滋
賀
県
病
院
、
京
都
府
立
医
科
大
学
附
属
病
院

を
経
て
、
99
年
西
陣
病
院 

整
形
外
科
、
07
年
同
部
長
、
20
年
同

副
院
長
兼
整
形
外
科
主
任
部
長
。
日
本
整
形
外
科
学
会 

専
門
医・

指
導
医
、
日
本
整
形
外
科
学
会 

認
定
リ
ウ
マ
チ
医
、
日
本
整
形

外
科
学
会 

認
定
脊
椎
脊
髄
病
医
、
日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
会 

認
定
臨
床
医
、
京
都
府
立
医
科
大
学
整
形
外
科 

客
員
講
師
、

医
学
博
士
。

図3　側臥位人工股関節全置換術でのAR Hip Navigationの手順

図4　カップ打ち込み器に取り付けたスマートフォンに表示されるCup の角度

図5　 CT-based Hip Navigation System（日本Stryker社）での術前
3Dプランニング

当
院
で
のA

R
 H

ip N
avigation System

導
入
の
経
緯
と
そ
の
効
力

今
後
の
課
題
と
展
望

ま
と
め


